
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症の特徴として、呼吸困難の自覚がないまま呼吸が悪化するケースがあること

が知られており、感染からしばらく経った後、気づいたときにはかなり呼吸の状態が悪くなっていることが

あるようです。現在では軽症感染者の主な療養場所が自宅やホテルとなっており、病院で診療を受ける

ことができない以上、自ら早期に呼吸状態の悪化を見落とさないようにする必要があります。しかし自覚

がないのにどのように悪化の確認をすればよいのでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実は呼吸状態の悪化は血中の酸素濃度と深いかかわりがあります。血液が赤いのは、赤血球に含まれて

いるヘモグロビンという色素によりますが、このヘモグロビンは酸素と結合する性質を持っています。肺で

取り込まれた酸素は、肺に流れこんでくる血液の中のヘモグロビンと結合して心臓に戻り、全身へと運ば

れていきます。このヘモグロビンは酸素と結合すると赤くなり、酸素から分離すると黒くなるという性質を

持っています。つまり、肺で酸素をたくわえ心臓から排出された血液（動脈血）は赤めの色となりますが、

全身に酸素を運び終えた後の血液（静脈血）は黒めの色となります。血液検査で採血をするときに血が 

黒っぽく感じることがありますが、これは全身に血液を運び終えた静脈血を採取しているためです。 

 

 

 

 

 

 



 

 

この動脈血の赤みを測定するため、つまり肺から酸素をしっかり取り込

めているかを測ることができる機器をパルスオキシメーターといい、パ

ルスオキシメーターで測る数値を、動脈血酸素飽和度（SpO2）と呼び

ます。これは血中のヘモグロビンのうち、何％のヘモグロビンが酸素と

結合しているかを示しています。体に疾患があるとか、体調不良など

を起こしていると数値が低下することがあり、医療機関では入院中の

患者の体調管理や、手術中の容体の変化を確認するためにも使われ

ている、体の状態を把握する上で非常に重要な数値とされています。 

 

そして血液中に含まれている酸素（これを酸素分圧と呼びます）と、 

酸素飽和度（SpO2）の関係は以下のグラフのようになります（これを酸素解離曲線と呼びます）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般的に 96％以上の場合には「軽症」、96％未満 93％以上の場合には「中等症 I」、93％未満の場合

には「中等症 II」「重症」と分類されています。呼吸不全になってくるとかなり危険で、複数の臓器が十分な

酸素を受け取れなくなり、重篤な状態へ陥る可能性が出てきます。場合によっては人工呼吸器療法によっ

て酸素分圧を上げる必要がでてきますので、早急に対応が必要です。 

 

こうしたことから、パルスオキシメーターを使用することによって呼吸器の状態を探ることができます。 

この機器は 3,000 円程度から 15,000 円程度までと金額の差がありますから、自分に合ったものを探す

とよいでしょう。 

 

 

  作成：関東信越税理士国民健康保険組合 

さいたま市大宮区桜木町 4-376-1 

TEL：048-631-2211 FAX：048-644-3030 

     
こちらのＱＲコードをスマート 
フォンで読み込むと組合ＨＰへ 
アクセスできます。 
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